
第３回 国道１号浜松バイパス連絡調整会議
議事要旨

日時：平成３１年３月１９日（火）１３：００～１３：５０

場所：浜松市役所 ６階 ６１会議室

１．出席者

国土交通省 中部地方整備局 浜松河川国道事務所長

国土交通省 中部地方整備局 道路部 道路計画課長（代理出席：課長補佐）

静岡県 交通基盤部 道路局 道路企画課長（代理出席：課長代理）

浜松市 土木部 道路企画課長

浜松市 都市整備部 交通政策課長

静岡県警察本部 交通部 交通規制課長（代理出席：課長補佐）

２．議事要旨

以下の整備方針案について了承された。

①抜本的対策として、長鶴交差点～篠原ＩＣ間を連続立体整備する方向で、計画の具体化

の検討を進める。

②特に渋滞等の課題が顕著である長鶴交差点～中田島交差点間を優先整備区間と設定し、そ

の際に、有料道路制度の活用も含めて整備手法の検討を進める。

③中間ＩＣの設置について、下飯田・下飯田北交差点付近、福塚・中田島交差点付近及び米

津交差点付近への設置が望ましい。

（主な意見）

・整備方針を含めた今後の計画策定にあたっては、利用者の視点にも配慮願いたい。

（浜松市土木部）

・中間ＩＣの具体化については、国道１号本線への影響や既存交差点の利用状況を踏まえ、

検討を進めて頂きたい。（浜松市土木部・都市整備部、静岡県警察本部）

・国道１号の交差道路の対策検討については、引き続き浜松市にて、浜松バイパスの検討を

実施する国と歩調をあわせ、検討を進める。（浜松市土木部）

・平成３１年度に無料化が予定される遠州大橋の影響を確認したうえで、交差道路の検討を

進めて頂きたい。（静岡県交通基盤部）

・浜松バイパスの連続立体整備は、事業期間が必要なため、交差点改良等の短期対策も含め、

検討を進めて頂きたい。（中部地方整備局道路部）

（ 会議風景 ）


